
１．市政アンケート調査の概要

【案内：郵送・メール、回答：郵送・WEB】

福岡市　市長室　広聴課

２．第２回調査の概要

５９１人

８６．９％

①「ふくおかさん家のうまかもん」について

②「消費生活」について

③「省エネルギーと再生可能エネルギー」について

④「福岡スマートシェアサイクル事業」について

⑤「ユマニチュード R 」について

３．注意点

（１）

（２） 小数点第２位を四捨五入しているため、百分率の合計が１００％にならない場合もあります。

（３） 複数回答ができる設問では、回答率の合計が１００％を超えることがあります。

（４） 今回の調査結果の詳細についてのお問い合わせは、各事業の所管課にお願いします。

令和４年度  市政アンケート調査
第２回結果報告(概要版)

（１）目的 ①本市の施策や事業に関するアンケートを実施し、施策推進の
　 ための参考とする。

②アンケート調査を通じ、市民の市政への関心や理解を深める。

（２）調査対象者 福岡市内に居住する満１８歳以上の市民６８２人（就任時）

①選考方法：住民基本台帳から無作為に抽出した市民の中から
                  承諾を得て依頼

②任期　　　：令和４年４月７日から令和５年３月３１日まで

（３）調査方法

（４）調査主体

（３）回答者数

（４）有効回答率

（５）調査テーマ

各設問の母数（調査の元になる数）は、（Ｎ＝）または（ｎ＝）で表記しています。ただし、グラフ中
に特に表記がないものについての母数は、各テーマ横にある（Ｎ＝）の数字となります。

（１）調査時期 令和４年６月２４日から７月８日まで

（２）調査対象者数 ６８０人



①「ふくおかさん家のうまかもん」について（N=591）

≪「ふくおかさん家のうまかもん」を ≪今後、農林水産物・その加工品の購入時や
知っていたか≫ 飲食店利用時に、市内産を優先したいか≫

②「消費生活」について（N=591）

 ≪消費生活センターや同センターに相談窓口があることを知っていたか≫

 ≪消費生活センターの役割の認知度 ≫

優先したい
26.9%

どちらかといえば

優先したい

63.6%

どちらかといえば

優先したくない

3.9%

優先したくない
5.4% 無回答

0.2%

『優先したい』
90.5%

※『 』は２つ以上の選択肢を合計して表したもの

例：『優先したい』＝「優先したい」＋「どちらかといえば優先したい」

言葉も、内容も

知っている

4.9%
言葉は知っているが、

内容は知らない

15.9%

言葉も、内容も

知らない

78.3%

無回答
0.8%

『知っている』
20.8%

名前も相談窓口があることも

知っていた

72.6%

名前は知っていたが、相談窓口があ

ることは知らなかった

17.9%

知らなかった

9.5%

無回答

0.0%

『知っていた』
90.5%

77.7 

54.1 

47.5 

24.9 

26.6 

20.6 

43.1 

50.1 

72.4 

70.7 

1.7 

2.7 

2.4 

2.7 

2.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

消費者と事業者との間の契約トラブル

について相談ができる

安全性を欠く製品を使用し、ケガをした

などの製品事故トラブルについて相談

ができる

専門の資格をもった相談員による解決

のための助言を受けることができる

相談者による自主交渉が困難な場合、

トラブルの相手方である事業者とのあっ

せんを行ってくれる

他に専門の相談窓口がある場合には、

その情報提供を受けることができる

知っていた 知らなかった 無回答



 ≪店舗や通信販売で購入・利用契約をした場合、
クーリング・オフができないことを知っていたか≫

 ≪令和４年４月から「未成年者取消権」が１８歳、１９歳に適用されなくなったことを知っていたか≫

「知っていた」と回答した方は全体の65.7%となりました。年代別にみると、60代で「知っていた」の割合が最

も高く75.0%となりました。

60.5

56.5

64.0

65.7

75.0

72.8

39.5

40.7

35.1

32.3

20.0

18.4

0.0

2.8

0.9

2.0

5.0

8.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っていた 知らなかった 無回答

40代

(n=114)

30代

(n=108)

50代

(n=99)

60代

(n=80)

70歳以上

(n=114)

18～29歳

(n=76)

知っていた

65.7%

知らなかった

31.0%

無回答

3.4%

知っていた
51.9%

知らなかった
46.4%

無回答
1.7%



③「省エネルギーと再生可能エネルギー」について（N=591）

≪省エネ・再エネ行動の実施状況≫ 

≪省エネ・再エネ行動に取り組みたいと思うか≫

取り組みたい
42.8%

どちらかといえば

取り組みたい
53.1%

どちらかといえば

取り組みたくない
2.2%

取り組みたくない
1.4% 無回答

0.5%

『取り組みたい』と回答した方

は95.9％となりました。

『取り組みたい』
95.9%

実施している 実施していない 該当しない 無回答

83.1 

80.7 

68.9 

49.7 

44.2 

34.2 

16.2 

13.9 

11.0 

16.8 

29.1 

40.9 

45.7 

59.9 

67.2 

55.3 

5.2 

1.9 

1.7 

9.0 

9.5 

5.1 

15.9 

29.8 

0.7

0.7

0.3

0.3

0.7

0.8

0.7

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家電製品を購入または買い替えるときには、

省エネ性能の高いものを選ぶよう心がけている

照明は、LED ライトを使用している

冷蔵庫の扉の開閉回数や時間をできるだけ

少なくしている

宅配ボックス・置き配の利用や駅・コンビニ受け取り

により、宅配の再配達を削減している

紙の削減や移動による環境負荷を減らすため、

行政手続や民間サービスには、オンラインを優先して利

用している

家電製品を使用しないときはプラグを抜いている

家庭の電気について、再生可能エネルギーなど

発電時に二酸化炭素排出量が少ない電力プランを選

択している

電気自動車やプラグインハイブリッド自動車、

燃料電池自動車を利用している



≪省エネ・再エネ機器の設置状況と今後の設置意向≫

≪自家用車の購入・買い替え時に、

電気自動車やプラグインハイブリッド自動車、燃料電池自動車の購入を検討しようと思うか≫

設置している 設置していない 設置できない わからない 無回答

5.1

23.2 

1.7 

19.6 

2.9 

28.1 

1.9 

17.4 

2.7 

22.2 

11.0 

29.9 

47.2

17.6 

56.0 

10.2 

58.5 

6.1 

49.4 

7.4 

56.7 

8.1 

47.4 

6.3 

43.8

36.2 

32.7 

40.8 

29.8 

38.2 

32.0 

40.1 

28.4 

38.9 

25.0 

35.9 

2.9

21.8 

8.1 

28.3 

7.3 

26.1 

15.1 

33.7 

10.8 

29.6 

15.2 

26.4 

1.0

1.2 

1.5 

1.2 

1.5 

1.5 

1.7 

1.4 

1.4 

1.2 

1.4 

1.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

現在

今後

現在

今後

現在

今後

現在

今後

現在

今後

現在

今後ヒートポンプ給湯器※5

設置したい 設置したくない 決めていない わからない 無回答

【 現在 】

【 今後 】

太陽光発電

家庭用燃料電池※１

蓄電池※2

ＨＥＭＳ※3

充電設備※4

そう思う
18.3%

どちらかといえば

そう思う
36.5%

どちらかといえば

そう思わない
12.0%

そう思わない
10.3%

自家用車を購入する

つもりはない
22.5%

無回答
0.3%

『そう思う』と回答した方は

54.8％となりました。

『そう思う』
54.8%

※１ 家庭用燃料電池（エネファーム）

：ガスから水素を取り出して発電と給湯に利用する機器

※２ 蓄電池

：電気を蓄えておき、必要なときに電気を使うことができる機器

※３ ＨＥＭＳ（ホーム エネルギー マネジメント システム）

：電気の使用状況の確認や、照明や空調などの電気機器の制御をする戸建用システム

※４ 充電設備

：電気自動車やプラグインハイブリッド自動車に充電するための設備

※５ ヒートポンプ給湯器（エコキュート）

：空気の熱を利用し、わずかな電気を使い効率的にお湯を沸かす機器



④「福岡スマートシェアサイクル事業」について（N=591）

≪福岡スマートシェアサイクル事業の ≪チャリチャリのサービスに満足しているか≫
　　　チャリチャリを知っていたか≫        (n=59)

 ≪福岡スマートシェアサイクル事業を継続した方がよいと思うか≫（認知・利用有無別）

≪福岡スマートシェアサイクル事業の期待する効果≫

満足

40.7%

どちらかといえば

満足
50.8%

どちらかといえば

不満
5.1%

不満

3.4%
無回答

0.0%

『満足』

91.5%

知っており、利用し

たこともある
10.0%

知っているが、利用した

ことはない
78.0%

知らない

11.5%

無回答

0.5%

57.4

36.2

33.8

28.8

27.9

23.7

9.8

2.4

6.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

まちの移動がしやすくなる

排気ガスが減り、環境が良くなる

放置自転車が減少する

自動車が減り、渋滞が緩和できる

観光客などの人々の回遊性が高まり、

地域活性化につながる

運動になり、健康増進につながる

駐輪場の整備が少なくてすむ

その他

特にない
回答は3つまで

45.7

86.4

43.0

30.9

36.4

10.2

40.3

33.8

5.6

1.7

5.9

7.4

3.0

1.7

2.6

7.4

8.5

0.0

7.8

20.6

0.8

0.0

0.4

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体

（N=591）

知っており、利用したこともある

（n=59）

知っているが、利用したことはない

（n=461）

知らない

（n=68）

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない わからない 無回答そう思わない

『知っている』

88.0%

「まちの移動がしやすくなる」と

回答した方が、57.4％と最も多

い結果になりました。

『そう思う』

82.1

96.6

83.3

64.7



⑤「ユマニチュード R 」について（N=591）

≪「ユマニチュード」を知っているか≫ 

≪ユマニチュードについてどのような情報がほしいか≫

66.2

38.2

27.4

14.0

1.9

10.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

誰でもできるユマニチュードのやり方

福岡市のユマニチュードに関する取り組み

ユマニチュードを個人で学ぶ方法

ユマニチュード講座開催情報

その他

特になし 回答は２つまで

「誰でもできるユマニチュードのやり方」と回答した方が66.2％と最も多く、次いで「福岡市のユマニ

チュードに関する取り組み」が38.2％という結果になりました。

言葉も、内容も知っている
10.2%

言葉は知っている

が、内容は知らない
10.8%

言葉も、内容も知らない
78.0%

無回答
1.0%

『知っている』
21.0%

※ユマニチュードについて

ユマニチュードは、認知症の方に届けたいサポートをうまく受け取ってもらうための具体的な技術と、「なぜそ

れを行うのか」という考え方（哲学）からできています。

ユマニチュードでは、「あなたのことを大切に思っています」ということを相手が理解できる形で伝えるため、

「見る」「話す」「触れる」「立つ」という４つの基本の柱を定めています。
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